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１．世界の動き
（１）「平和維持活動」から包括的な「平和活動」へ
（２）国連改革と「平和構築委員会」

２．日本の役割
（１）湾岸戦争から国際平和協力法、カンボジアPKOへ

（２）アフガニスタンとイラク、スリランカと東チモール

（３）日本の強みの発揮－ODAとの連携、人間の安全保障、政治・経済への理解
３．今後の課題
（１）包括的な「平和構築政策」に向けて（総論と各論、理論と行動）
（２）制度面の整備←国民の理解と支持
（３）人材育成とネットワーキング
⇒　皆さん一人ひとりの行動から！
【関連情報】
外務省・国際平和協力

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/pko/index.html
内閣府・国際平和協力

http://www.pko.go.jp/PKO_J/pko_main.html
防衛庁・国際社会における活動

http://www.jda.go.jp/katudou.htm
警察庁・国際協力

http://www.npa.go.jp/kokusaikyoryoku/index.htm
JICA・平和構築

http://www.jica.go.jp/global/detail/peace.html
